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（５）　令和元年（2019年）11月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

市債の状況

33億6,763万円

25億9,409万円

20億2,233万円

15億3,361万円

4億9,490万円

3億6,006万円

1億4,672万円

1,820万円

142億9,414万円

4億2,561万円

252億5,729万円

194億2,887万円

446億8,616万円

462億6,917万円

△15億8,301万円

土木債（道路などの整備のために）

衛生債（保健センターなどの整備のために）

教育債（学校や図書館などの整備のために）

総務債（庁舎などの整備のために）

消防債（消防施設の整備のために）

商工債（観光施設などの整備のために）

民生債（保育所などの整備のために）

農林水産業債（農林水産施設などの整備のために）

臨時財政対策債　　(財源確保のために)

減税補てん債　　等（財源確保のために)

計

下水道事業特別会計（下水道の整備のために）

市　債　の　目　的 市 債 の 現 在 高

（参考）一部事務組合の借入金などで、当市が将来的に負担すべき額

39億    64万円

29億1,249万円

1億4,056万円

69億5,369万円

73億3,965万円

△3億8,596万円

阿 伎 留 病 院 企 業 団

西 秋 川 衛 生 組 合

秋 川 流 域 斎 場 組 合

合　　　　　　　　　計（①）

差 　 し 　 引 　 き（①−②）

平 成 2 9 年 度 末 現 在 高（②）

合　　　　　　　　　計（①）

差 　 し 　 引 　 き（①−②）

平 成 2 9 年 度 末 現 在 高（②）

区　　　　　　　　分 現 在 高

そ
の
他

普
　
　
通
　
　
債

一
部
事
務
組
合

一

般

会

計

※１ 臨時財政対策債とは、国から地方公共団体に分配する地方交付税が足りない
　ため、その不足する金額の一部を借り入れる市債で、その元利償還金は後年度
　に地方交付税として措置されます。　
※２ 減税補てん債とは、国の減税政策による個人住民税などの減収を埋めるため
　に借り入れる市債で、その元利償還金は後年度に地方交付税として措置されま
　す。

※1

※2

健全化判断比率と資金不足比率

市有財産の状況

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全化判断比

率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）

と資金不足比率を算定し、公表することが義務付けられています。あきる

野市は、いずれも基準以下となりました。

○健全化判断比率
　● 実質赤字比率…一般会計などの赤字の標準財政規模に対する比率
　● 連結実質赤字比率…戸倉財産区特別会計を除く全会計の赤字の標準財政

　規模に対する比率
　● 実質公債費比率…実質的な公債費（全会計の公債費のほか、一部事務組

　合の公債費に対する負担金など）の標準財政規模に対する比率
　● 将来負担比率…一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政

　規模に対する比率

○資金不足比率　公営企業会計における資金不足額の事業規模（料金収

　入）に対する比率

　● 土地面積（学校敷地など）…715万2,145㎡

　● 建物面積（庁舎など）…19万7,211㎡

　● 自動車保有台数（消防車両27台を含む）…93台

　● 出資金などの現在高…9,651万円

　● 基金の現在高…44億6,348万円

株式会社秋川総合開発公社

　株式会社秋川総合開発公社は、昭和63年に設立された資本金１億円の

株式会社で、主な業務として、あきる野ルピアのビル管理やテナントの

販売促進などを行っています。出資団体は、あきる野市、あきる野商工

会、秋川農業協同組合などです。なお、発行済株式総数2,000株のう

ち、1,100株をあきる野市が保有しています。

○事業概要　平成30年度は、あきる野ルピアのビル管理、テナントの経

　営支援及び誘致活動、販売促進イベントの支援及びルピア全体の広告

　宣伝などを行いました。売上高は、複合ビル関係収入など1億932万

　円で、経常利益は1,193万円です。また、当期純利益は1,175万円です。

○資産概要　平成30年度末の会社の資産総額は、1億8,284万円です。

　資産の内訳は、現金や預金などの流動資産が4,066万円、建物などの

　固定資産が1億4,218万円です。負債は、預り保証金などの流動負債が

　2,248万円、固定負債では長期借入金などが6,232万円です。この結

　果、純資産は9,804万円です。

新四季創造株式会社

　新四季創造株式会社は、平成18年に設立された資本金2,000万円の株
式会社で、主な業務として、温泉施設の管理と運営などを行っていま
す。出資団体は、あきる野市、あきる野商工会、秋川農業協同組合、あ
きる野市観光協会などです。なお、発行済株式総数400株のうち、204
株をあきる野市が保有しています。
○事業概要　秋川渓谷瀬音の湯及び秋川渓谷戸倉体験研修センターの管
　理・運営を行いました。売上高は、瀬音の湯事業においては、温泉、
　宿泊、レストランなどの収入、戸倉体験研修センター事業においては、
　レストラン、収穫体験などの収入により、3億8,493万円で、経常利益
　は135万円です。また、当期純利益は84万円です。
○資産概要　平成30年度末の会社の資産総額は、1億4,103万円です。
　資産の内訳は、現金や預金などの流動資産が1億1,793万円、器具備品
　などの固定資産が2,310万円です。負債は、未払金などの流動負債で
　5,274万円です。この結果、純資産は8,829万円です。

区　　　分

健全化判断比率 （単位：％）

（単位：％）

あきる野市 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 赤字なし 12.67 20.00

連結実質赤字比率 赤字なし 17.67 30.00

実 質 公 債 費 比 率 8.6 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 45.5 350.0

区　　　分

資金不足比率
あきる野市 経営健全化基準

下水道事業特別会計 資金不足なし 20.00

「株式会社秋川総合開発公社」「新四季創造株式会社」平成30年度決算状況

※貸借対照表は、決算時点（平成31年3月31日）で会社（公社）が保有する資産、
　負債などの財政状況を示したものです。

（資産の部）流動資産＋固定資産

（負債の部）流動負債＋固定負債…①

（純資産の部）株主資本…②

　　負債・純資産合計（①＋②）

1億8,284万円

8,480万円

9,804万円

1億8,284万円

貸借対照表 （資産の部）流動資産＋固定資産

（負債の部）流動負債…①

（純資産の部）株主資本…②

　　負債・純資産合計（①＋②）

1億4,103万円

5,274万円

8,829万円

1億4,103万円

貸借対照表
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